


　熊野町は、広島県西部に位置し、広島市、呉市、東

広島市のほぼ中心にあり、江戸時代から伝わる筆の製造

を産業の中心とし、「筆の都」として栄えてきたまちです。

現在は、全国シェアの約80％を生産しています。

　昭和42年の県営熊野団地の造成を契機に人口が増

加し、急速に都市化が進展してきました。

　「三世代が住みよい　緑の生活創造都市」を基本理念

として、便利で快適な都市基盤の整備、環境と調和した

安心できる地域社会の構築、心豊かな人づくりと個性あ

る文化の継承、熊野筆の需要創造と交流産業の開発と

いう４つの視点から、生活利便性が高く、住民誰もが安心

して快適な暮らしを営むことができる豊かな社会の実現を

めざしています。

1918 大正７ 町制施行

1931 昭和６ 平谷、川角地区を編入

第１回全国書き方展覧会（現全国書画展覧会）

1947 昭和22 熊野中学校創立

1957 昭和32 町営住宅80戸完成

1958 昭和33 呉地ダム完成

1960 昭和35 熊野町簡易水道事業供用開始

1963 昭和38 役場庁舎完成

1967 昭和42 県営熊野団地造成

1968 昭和43 中央公民館開館

1969 昭和44 熊野第三小学校開校

1971 昭和46 西公民館開館

1972 昭和47 川角～中溝間のバイパス開通

1973 昭和48 熊野町整備基本計画策定

1974 昭和49 中央保育所開設

1975 昭和50 熊野筆が伝統的工芸品に指定

海田地区消防署熊野出張所業務開始

1976 昭和51 地籍調査事業開始

1977 昭和52 熊野第四小学校開校

郷土館開館

県立熊野高等学校開校

1978 昭和53 環境整備工場完成

西　暦 和　暦 記　　　　　　事

1979 昭和54 東公民館開館

1980 昭和55 総合基本計画策定

1981 昭和56 熊野東中学校開校

熊野町防災行政無線通信施設開局

1985 昭和60 熊野町民会館開館

（老人福祉センター・公民館複合施設）

1987 昭和62 町民グラウンド完成、

町内全域を都市計画区域に編入

1988 昭和63 町民体育館開館

1990 平成２ 広島熊野道路開通

1992 平成４ 町道改良（昭和線）着手

1993 平成５ 熊野町公共下水道（流域関連）供用開始

1994 平成６ 筆の里工房開館

1998 平成10 町制施行80周年

1999 平成11 「教育の町熊野」宣言

在宅介護支援センター開設

2000 平成12 第４次熊野町総合基本計画策定

2001 平成13 役場庁舎完成

西部地域健康センター・中央地域健康センター開館

ねんりんピック開催

西　暦 和　暦 記　　　　　　事

平成13年度

固定資産概要調書

土　地　面　積 33.51k㎡

宅　　　　　地 2.65k㎡

※その他は、道路、池・沼、

　国有林等です。

農　　　　　地 3.09k㎡

山　　　　　林 9.51k㎡

そ　　の　　他 18.26k㎡

世　　　帯　　　数 平成12年国勢調査8,985戸

人　　　　　　　口 平成12年国勢調査25,392人

人　口　増　加　率 平成12年国調／平成7年国調1.8％

65歳以上人口比率 平成12年国勢調査15.5％

就　業　人　口 13,200人 （100％）

第一次産業 223人 （1.7％）

第二次産業 平成12年国勢調査5,639人 （42.7％）

第三次産業 7,311人 （55.4％）

分類不能等 27人 （0.2％）

事　業　所　数 平成11年事業所・企業統計755事業所

製造業事業所数 平成11年工業統計112事業所

年間製造品出荷額等 平成11年工業統計21,826百万円

商　店　数 平成9年商業統計213　店　

年間商品販売額 平成9年商業統計16,560百万円

歳出決算額

（従業員4人以上）

（従業員4人以上）

（飲食店を除く）

（飲食店を除く）

（一般会計） 平成12年決算統計8,652百万円
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■数字で見る熊野町

熊野町のあゆみ




